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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

ド
ワ
ー
ク
・
北
条
義
時
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
て
③
６
月
26

日
18
時
、「
北
条
義
時
の
造

仏
」
な
ど
。
鎌
倉
歴
史
文
化

交
流
館
ほ
か
。
無
料
。
12
日

ま
で
に
申
込
。
鎌
倉
歴
史
文

化
交
流
館
☎
73 

・
８
５
０
１

▼
点
訳
基
礎
講
座

　
鎌
倉
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕

団
の
初
心
者
向
け
点
訳
基
礎

講
座
。
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
・

資
料
代
）。
要
申
込
。

　
▽
昼
コ
ー
ス
５
月
６
日
〜

12
月
16
日
木
曜
13
〜
15
時
、

鎌
倉
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
米

山
方
☎
48
・
５
６
５
２

　
▽
夜
コ
ー
ス
５
月
13
日
〜

９
月
30
日
木
曜
18
時
半
〜

20
時
半
、
玉
縄
青
少
年
会
館
。

木
村
方
☎
45
・
３
５
５
５

▼
ユ
ネ
ス
コ
困
窮
者
支
援
　

深
沢
倉
庫
バ
ザ
ー

　
４
月
11
日
10
〜
14
時
、
鎌

倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
深
沢
倉
庫

（
深
沢
中
学
へ
上
る
手
前
の

信
号
右
折
の
長
屋
）。
毎
月

第
２
日
曜
開
催
。

　
▽
献
品
受
付
　
衣
類
・
着

物
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧
品
。

久
保
方
☎
44
・
９
８
３
０

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交

流
。
４
月
16
日
17
時
半
、
二

●
〝
生な

ま
〞
の
日
本
を
体
感

　
１
８
９
０
年（
明
治
23
）
４

月
４
日
イ
ギ
リ
ス
人
ラ
フ
カ

デ
オ
・
ハ
ー
ン(

小
泉
八
雲

・
40
歳)

は
日
本
文
化
取
材

の
雑
誌
特
派
員
と
し
て
米
国

か
ら
船
で
横
浜
へ
。

　
横
浜
で
知
り
合
っ
た
青
年

を
ガ
イ
ド
兼
通
訳
と
し
て
人

力
車
で
横
浜
の
街
へ
。
澄
ん

だ
青
空
、
眩
し
い
新
緑
、
車

夫
の
草
履
、
店
先
の
暖
簾
…

「
ま
る
で
小
さ
な
妖
精
の
国
、

愉
快
で
な
ら
な
い
。
す
べ
て

が
真
新
し
く
自
分
は
今
見
知

ら
ぬ
国
に
い
る
」

　
や
が
て
二
人
は
め
ざ
す
鎌

倉
の
円
覚
寺
、
建
長
寺
へ
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
大
仏
。

　「
大
仏
さ
ま
の
気
高
い
お

顔
と
半
眼
の
眼
差
し
は
子
供

の
よ
う
。
こ
の
笑
顔
こ
そ
日

本
人
の
優
し
さ
の
象
徴
。」　

　
松
江
に
定
住
し
た
八
雲
の

耳
は
異
国
の
「
音
」
に
敏
感

に
反
応
す
る
。

　
早
朝
、
禅
寺
の
梵
鐘
が
町

中
に
響
き
渡
る
。
続
い
て
近

く
の
地
蔵
堂
か
ら
は
朝
の
勤ご

ん

行ぎ
ょ
うを

告
げ
る
悲
し
げ
な
太

鼓
の
音
、
そ
し
て
往
来
を
行

き
交
う
物
売
り
の
声
が
朝
の

空
気
を
震
わ
せ
る
。

　
八
雲
は
生
活
の
音
に
暮
ら

し
の
鼓
動
を
聴
い
て
い
る
。

「
聞
く
愉
し
さ
」
は
『
怪
談
』

や
『
日
本
おお

と
ぎ
ば
な
し

伽
話
』
シ
リ
ー

ズ
の
創
作
に
み
ら
れ
る
。

　
な
お
、
八
雲
は
俳
句
に
も

親
し
み
、
芭
蕉
の
「
古
池
や

」
の
句
を
翻
訳
し
た
作
品
も

残
し
て
い
る
。

　
日
本
人
の
心
を
通
し
異
文

化
理
解
に
尽
く
し
た
八
雲
へ

の
興
味
は
募
る
ば
か
り
。

八
雲
、
新
緑
の
鎌
倉
へ佐

伯
　
仁

▼
烏う
ご
う合
会
結
成
１
２
０
年
記
念

　
若
き
清
方
と
仲
間
た
ち

―
浮
世
絵
系
画
家
の
新
時
代

　
４
月
15
日
〜
５
月
19
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
若
き

日
の
清
方
の
作
品
を
中
心
に

烏
合
会
時
代
の
作
品
や
会
員

ら
の
作
品
で
新
時
代
の
日
本

画
家
創
出
を
目
指
し
た
若
者

た
ち
の
足
跡
を
辿
る
。
３
百

円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
第
56
回
鎌
倉
書
道
協
会
展

　
４
月
27
日
〜
５
月
２
日
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
同

書
道
協
会
会
員
の
作
品
約

１
０
０
点
。
無
料
。
日
本
総

合
書
芸
院
☎
23
・
２
１
０
０

▼
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
　
鎌
倉

市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

　
５
月
２
日
15
時
、
レ
モ
ン

ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
。
対

コ
ン
サ
ド
ー
レ
戦
。
鎌
倉

市
内
在
住
者
は
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
観
戦
可
。

１
５
０
０
円
。
申
込
は
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
。
市
健
康
福
祉
部
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
43 

・
３
４
１
９

▼
児
玉
康
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル「
今
、私
の
魂

こ
こ
ろに

響
く
も

の
〜
シ
ョ
パ
ン
に
寄
せ
て
」

　
４
月
10
日
14
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
シ
ョ
パ
ン
「
24

の
前
奏
曲
op 
28
」、故
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
民
族
舞
曲
マ
ズ
ル

カ
、
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
な

ど
。
３
０
０
０
円
。
児
玉
方

☎
22
・
７
７
０
４

▼
吉
田
連
テ
ノ
ー
ル
・
リ
サ

イ
タ
ル

　
４
月
18
日
14
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
愛
好
会
例
会
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
イ
ド

メ
ネ
オ
」
の
ア
リ
ア
「
海
を

逃
れ
て
」
な
ど
。４
５
０
０

円
。
☎
０
４
６
・
８
７
２
・

１
９
６
３

▼
伊
藤
順
一
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
５
月
９
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２
０
１

９
日
本
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
優
勝
者
伊
藤
順
一
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
シ
ョ
パ
ン「
舟

歌
」「
幻
想
曲
作
品
49
」な
ど
。

３
５
０
０
円
、
前
売
３
０
０

０
円
。
小
中
学
生
無
料
、
要

申
込
。
☎
湘
南
ク
ラ
シ
ッ
ク

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
パ
ラ
ダ
イ
ス

☎
24
・
５
６
９
５

▼
難
民
の
こ
と
を
知
ろ
う
！

　
４
月
11
日
13
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
鎌
倉
市
に
難
民
セ
ン

タ
ー
が
開
所
さ
れ
た
事
を
機

に
難
民
を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
へ
の
参
画
を
呼
び

掛
け
る
。
無
料
。
要
申
込
。

講
師
は
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ

ン
タ
ー
理
事
・
山
本
菜
奈
さ

ん
ら
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
53
・
９
３
０
９

▼
認
知
症
予
防
講
座

　
65
歳
以
上
で
逗
子
市
市
民

優
先
。
認
知
症
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
今
、
予
防
講
座

で
生
活
習
慣
を
変
え
る
。
説

明
会
４
月
22
・
23
日
10
・
13
・

15
時
半
。
運
動
コ
ー
ス
５
月

10
日
〜
６
月
14
日
。
音
楽
コ

ー
ス
・
朗
読
コ
ー
ス
５
月
13

日
〜
６
月
17
日
。
会
場
は
逗

子
の
キ
ン
グ
カ
ル
テ
ィ
オ
。

各
コ
ー
ス
全
６
回
。
無
料
。

４
月
９
日
ま
で
に
申
込
。
認

知
症
予
防
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

☎
03
・
６
６
３
４
・
５
２
９
４

▼
連
続
講
座
「
北
条
義
時
と

そ
の
時
代
を
学
ぶ
」

　
全
３
回
参
加
可
能
者
対
象

①
４
月
24
日
18
時
「
鎌
倉
時

代
研
究
の
最
前
線
」
な
ど
②

５
月
29
日
13
時
、
フ
ィ
ー
ル

階
堂
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
。

弁
当
を
み
ん
な
で
食
べ
る
。

子
ど
も
２
百
円
、
大
人
５
百

円
。
21
日
16
時
・
17
時
、
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
。
店
内
飲
食
、

子
ど
も
３
百
円
、
大
人
５
百

円
。
16
時
半
〜
18
時
半
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
５
百
円
。
要
申

込
。
※
食
材
の
寄
付
受
付
と

困
窮
者
へ
食
糧
パ
ッ
ク
の
配

布
も
。
渡
邉
方
☎
０
９
０
・

５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
北
鎌
倉･

台
峯
の
緑

し
ぜ
んを

と

も
に

　
▽
山
の
手
入
れ
４
月
17
日

10
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　
▽
山
歩
き
18
日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
４
月

28
日
９
〜
15
時
。雑
貨･

衣
類

･

手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

片
岡
方
☎
０
９
０･

５
４
４

２･

３
７
７
８

▼
旧
東
海
道
ゆ
っ
く
り
旅

戸
塚
宿
〜
藤
沢
宿

　
４
月
30
日
９
時
半
、
JR
東

海
道
線
戸
塚
駅
地
下
改
札
口

前
集
合
。
戸
塚
駅
横
「
開
か

ず
の
踏
切
」
跡
か
ら
藤
沢
宿

ま
で
徒
歩
と
バ
ス
で
巡
る
。

５
百
円
（
拝
観
料
、交
通
費

別
）。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
。
横
濱
金
澤
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
協
会

▼
第
63
回
鎌
倉
ま
つ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を

縮
小
し
て
開
催
。
鶴
岡
八
幡

宮
で
「
静
の
舞
」
の
み
を
実

施
し
、
５
月
14
日
か
ら
鎌
倉

市
観
光
協
会
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
予
定
。

「
静
の
舞
」
の
演
者
は
花
柳

流
、
花
柳
静
美
々
さ
ん
。

▽
中
止
行
事
　
行
列
巡
行
、

ミ
ス
鎌
倉
お
披
露
め
、
野
点

席
、
流
鏑
馬
、
伊
豆
の
国
市

子
ど
も
創
作
能
、
義
経
ま
つ

り
。
鎌
倉
市
観
光
協
会
☎
23 

・
３
０
５
０

54

児玉康子さん

伊藤順一さん
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